
23 － 7
18 － 16
18 － 12
13 － 18

－

NO ＰＩ-in 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ ＤＲ ＯＲ 反則 NO ＰＩ-in 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ ＤＲ ＯＲ 反則

4 × 12 1 4 1 1 2 1 4 × 0 0 0 0 0 0 4
5 × 14 0 5 4 3 2 1 5
6 × 0 0 0 0 0 0 1 6
7 × 7 1 2 0 0 0 1 7 × 4 0 2 0 5 0 2
8 × 18 0 9 0 11 8 1 8 × 32 1 13 3 2 2 0
9 ／ 10 0 5 0 1 2 2 9 × 3 1 0 0 3 0 1
10 ／ 2 0 1 0 0 2 1 10 × 6 0 3 0 3 1 1
11 ／ 0 0 0 0 0 0 0 11 ／ 0 0 0 0 0 0 1
12 ／ 2 0 1 0 0 0 0 12 ／ 0 0 0 0 0 1 0
13 ／ 0 0 0 0 0 0 1 13
14 ／ 3 1 0 0 0 0 0 14 ／ 8 0 4 0 3 1 1
15 ／ 0 0 0 0 0 0 0 15
16 ／ 3 1 0 0 0 0 0 16
17 ／ 1 0 0 1 0 0 0 17
18 ／ 0 0 0 0 0 0 0 18
Ｃ Ｃ

72 4 27 6 16 16 9 53 2 22 3 16 5 10
３Ｐ＝３ポイントシュート　２Ｐ＝２ポイントシュート　　ＦＴ＝フリースロー　　ＤＲ＝ディフェンスリバウンド　　ＯＲ＝オフェンスリバウンド

【ゲームレポート】

１Ｐ：北見北④⑤⑥⑦⑧　　　小泉④⑦⑧⑨⑩でスタート。
北見北⑦ミドル、3pと立て続けにシュートを決める。一方小泉は５アウトから⑧のペネトレイト、⑦の１たい１で反撃を試みる。しかし制空
権で勝る北見北defリバウンドを⑧が回収し速攻からリズムを作り始める。１Ｐ残り３分半北見北⑨を投入。ボールマンへのあたりが厳し
くなり速攻を出す回数が増え始める。流れを変えたい小泉は⑭を投入も７－２３北見北１６点リードで終了。
２Ｐ：
点差を詰めたい小泉はロングパスやドライブを多用し速い展開を仕掛ける。対する北見北⑧を中心にインサイドを徹底して守り、リバウ
ンドやルーズボールをしっかり回収そこから逆速攻の形に持ち込み小泉の追い上げを許さない。北見北⑧がブザービートを決め２３－
４１北見北１８点リードで前半終了。
３Ｐ：
小泉⑧3pで試合再開。スキップパスを使いオフボール側で合わせを作った⑭のドライブ、④ペネトレイトから合わせを作ろうとするもイン
サイドの堅い北中に跳ね返される。一方北中も速攻を繰り出すがショットを決めきれない。テンポを変えたい両チーム４分切ったところ
で小泉が⑨北見北⑩を投入。パスランを入れながらオフボール側のdefを動かしフリーなったら打つという展開でリードを広げる北見
北。３５－５９北見北リードで終了。
４Ｐ：
off,defともに⑧を起点とし、１本ずつ丁寧にプレーする北見北。小泉⑭ドライブアウトからキックアウトｙ⑧の3pで反撃するも及ばず５３－
７２北見北勝利でゲーム終了。しかし小泉はベンチを含め最後まで攻める姿勢を見せ、受けて立った北見北も最後までやりきる良い
ゲームだった。勝利した北中はこの後の決勝、並びに全道大会での健闘を祈る。
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【試合結果】
2017年7月9日（sun）　10：50～

会場 北見道立体育館


